
 
Basic Life Support in Obstetrics (BLSO)は、⽇常的に妊産婦・新⽣児に関わらないものの突如急変場⾯
に遭遇する可能性がある医療者に向けた教育プログラムです。  
・産科疾患の⾒落としを避ける  
・周産期施設以外での分娩を避ける  
・しかし避けられない事態に遭遇した際の対処を⾏うことができる  
この⽬標に対し、事前学習をしていただいた上で、分娩介助・新⽣児蘇⽣・⼥性傷病者の評価について実
技演習を⾏い、実際の症例をもとに症例検討を⾏う１⽇コースです。  
受講後、マネキンを⽤いた実技試験および筆記試験に合格すると⽶国家庭医療学会と ALSO-Japan が認
定する 5 年間有効の認定証が発⾏されます。  
スタッフ⼀同、皆様とともに学ぶ時間を楽しみにしております。  
  
【開催概要】  
⽇時 2025 年 7 ⽉ 6 ⽇（⽇） 8:30〜18:00（予定；変更の可能性あり）          
会場 国⽴病院機構⻑崎医療センター 
募集定員 24 名 

対象者：救急救命⼠、医師、看護師、助産師、その他妊産婦救急に関わる可能性のある⽅ 
募集期間 2025 年 4 ⽉ 1 ⽇（⽕）〜4 ⽉ 18 ⽇（⾦） 

＊定員になり次第、募集は終了いたしますので、ご了承ください                      
申込⽅法 下記の Google formよりお申込みください 

https://forms.gle/ge4DuHHUPTvNQubx9             

                            
受講料 15,000 円 
テキスト 
＊各位購⼊ 

①病院前救護のための産科救急トレーニング-妊娠⼥性・院外分娩に対する実践的な対
処法（新井隆成 監訳 ：中外医学社）  
②⽇本版救急蘇⽣ガイドラインに基づく新⽣児蘇⽣法テキスト 
（細野茂春 監修 ：メジカルビュー） 

主催 国⽴病院機構⻑崎医療センター産婦⼈科 ⻑崎 ALSOBLSO 事務局 
共済 NPO 法⼈周⽣期医療⽀援機構（ALSO-Japan） 
問い合わせ ⻑崎医療センター  産婦⼈科  担当：泉井綾夏、菅幸恵 

e-mail アドレス：k8.1.y.r.1103@gmail.com  
電話：0957-52-3121(病院代表) 
＊電話は担当者不在のことがあるため、まずはメールアドレスの⽅にご連絡ください 



 


